
 

皆さま お久しぶりです 

 

３月から親の会の活動が完全に止まってしまいしました。 

改めて、「今までの生活」がいかに、ありがたかったかと、気付かれたのでは…。 

奈良市総合福祉センター。いつもあたりまえに執行部会、理事会 総会で使い、使用上の不便さの愚痴を

言っていたのに、いざ新型コロナウイルス拡散防止のため、使用不可になれば、たちどころに活動停止状

態。 

いかに今までがありがたかったかを再発見するコロナ騒動です。 

 

しかし、障がいをもつ我が子たちとの生活。ただでさえ、多くの課題を抱えてのギリギリの生活を、創

意工夫で切り抜けておられるお母さんにとって、このようなことを考える心の余裕はなかったと思います。 

 

 今回の「コロナ騒動」は、障がい者目線でみればどの様に考えればいいのでしょう。 

特別に障害者バージョンの施策が出されたわけでもありません。（医療的ケアを必要とする障害児者には、

マスク・消毒液の配布がありましたが…。） 

これは、障害者も分け隔てなく公平に対応しますと言う表われと捉えれば・・・・。 

 

１０万円の給付金。一般の人にとれば・・・・。 

でも、私たちの子どもには、生活介護事業所工賃から言えば、１～２年の所得保障。 

これを、親としてどの様に理解するかが試されているような気がします。 

私たちの子どもにも給付される。⇒⇒ありがたい。 

子どもの年金口座ではなく、保護者（一般的）の口座に⇒⇒子供の口座に振り替えするのかなぁ 

上記内容をみれば、障がいをもつ我が子たちも、新型コロナウイルスに関しては、 

健常者と同じ対応をして頂いている様に感じます。（少し、いやみの気持ち） 

 

しかし 

もし、我が家で新型コロナウイルスが発生したら、 

濃厚接触者の対応として、障がい者及びその家族のために、民間ホテルを一棟 

かりあげて頂けるのでしょうか？ スタッフには慰労金が支給されますが、 

施設閉鎖した時、保育所のように給付費は支給されるのでしょうか？ 

この様な心配が無いことがいい事なので、これ以上の文は差し控えますが、 

このようなところでも、障がい者問題が置いてきぼりになるのではと心配です。 
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